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今井美和 1§，吉田和枝 1, 2
概　要
　HPV ワクチン接種が推奨されていた世代の高校 2，3 年生女子を対象として，子宮頸がんとその予
防に関する知識，子宮頸がんと子宮頸がん検診に対する態度の状況を把握するため，2014 年度にヘル
スビリーフモデルを用いた質問紙による調査を行い，179 人の結果について分析した．HPV ワクチン
接種者は 66.5% であった．半数以上の者は子宮頸がん，HPV ワクチン，子宮頸がん検診の用語，子宮
頸がんの発症年齢を知っていたが，HPV の用語，子宮頸がんの症状，HPV，HPV ワクチン，子宮頸
がん検診に関する知識のすべての項目については半数に満たなかった．子宮頸がんに罹患する可能性
と子宮頸がん検診の有益性を認識していた者は 20% 前後で，20 歳からの子宮頸がん検診受診の意識






10,000 人，死亡者数は 2,500 人を超えており，さ
らにその前段階病変である上皮内がんの罹患者数
は 2008 年に 10,000 人，2011 年には 20,000 人を
超え急激に増加している．2012 年の上皮内がん
の罹患率は 20 代後半から 40 代前半，子宮頸が
んの罹患率は 30 代後半から 40 代後半において
最も高く，死亡率は 2000 年以降 30 代前半から







papilloma virus;  HPV）の感染によって引き起こ
される．HPV 感染は，ほとんどの女性では自然
に消失するが，ごく一部の女性では前がん病変を







いる．そこで，わが国では 2009 年 12 月に HPV
ワクチンの接種が開始された．厚生労働省は
2010 年 11 月に子宮頸がん等ワクチン接種緊急促
進事業を実施，自治体が小学 6 年生～高校 1，2
年生の女子を対象に公費助成を開始し，2013 年
4 月には小学 6 年生～高校 1 年生女子が定期予防
接種の対象となった．しかし，副反応報告のため
2013 年 6 月から積極的な接種推奨はなされてい
ない．それ故に，20 歳からの子宮頸がん検診の
定期的受診がますます重要となっているが，2012
年の 2 年に 1 回の受診率は 20 ～ 69 歳で 38.4% 4），
20 ～ 24 歳では 26.1%  4），2011 年の無料クーポン
の利用率は20歳で11.9%  5）といずれも低い．一方，
女性の 4 人に 1 人は高校生の時に性行為を経験





げられている  7,  8）．女子高校生では子宮頸がんと
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その予防に関する知識がかなり不足していると報





歳以上で 2 年に 1 回の受診間隔で子宮頸がん検診
が行われている」ことを知っていた  9）．また，
2011 年度の高校 1 年生では，子宮がん検診が「2
年に 1 回定期的に受診する必要があること」「20
歳以上が無料でうけられること」を含む3問（3点）
の合計点が 0.39 ～ 0.55 点，「HPV ワクチン接種
後も子宮がん検診を受ける必要があること」を含

















況を明らかにする．また，高校 2 年生と 3 年生で
は 2009 年 12 月に HPV ワクチン接種が開始され
て副反応報告のため接種推奨が差し控えられた













（1 校）に通学する 2，3 年生（16 ～ 18 歳）の女





















る先行研究  8- 10,  13,  14,  17- 28），ホームページ  29- 33），ヘルス
ビリーフモデル （Health Belief Model: HBM） 34- 37）
を参考に研究グループが独自に作成した．女子高
校生が理解しやすくするために，看護系大学 4 年












































































人 ( ％*1 )  検定*3
【健康に対する意識】  「とても思う」と回答した者
 予防接種や検査を受けることで病気を予防したい．         86 ( 48.0 )  ns  
HPVワクチン 接種歴    接種者 911 ( 66.5 )  ns  
3回接種完遂者         77 ( 43.0 )  －
子宮頸がん予防行動のきっかけに関する項目
 HPVワクチン接種時に子宮頸がん検診の説明を受けた，または資料をもらった者    56 ( 31.3 )  ns  
子宮頸がんとその予防に関する身近な存在 家族や友人など身近に
子宮頸がん体験者がいた者          8 (  4.5 )  ns  
HPVワクチン接種者がいた者         64 ( 35.8 )  ns  
子宮頸がん検診受診者がいた者         42 ( 23.5 )  *  
2年生，3年生         16 (15.2 *2)，26 (35.1 *2)  
 20歳からの子宮頸がん検診の受診を周囲から勧められた者        27 ( 15.1 )  *  
 2年生，3年生          11 (10.5 *2)，16 (21.6 *2)  
子宮頸がんとその予防に関する教育を受けたことがある者        69 ( 38.5 )  ns  
子宮頸がんとその予防に関する情報をマスメディアから得たことのある者     49 ( 27.4 )  ns  
*1, 総数における%, *2, 各学年総数における%; *3, χ2検定またはFisherの正確確率検定; ns, not significant; *, p < 0.05; ―, 分析未実施
表１　対象者の特徴　（n=179，高校 2 年生 n=105，高校 3 年生 n=74）




















表２　子宮頸がんとその予防に関する用語と知識　（n=179，高校 2 年生 n=105，高校 3 年生 n=74）
質問調査項目 学年間
人 ( ％*1 )   検定*4
子宮頸がんとその予防に関する用語 知っていた者
 子宮頸がん 971 ( 100.0 )   －
 ヒトパピローマウイルス（HPV） 72 ( 15.1 )   ns 
 子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン） 371 ( 96.6 )   ns 
 子宮頸がん検診 147 ( 82.1 )   * 
 2年生，3年生        81 (77.1 *2) ，66 (89.2 *2)
子宮頸がんとその予防に関する知識 知っていた者
子宮頸がんと VPH
【発症年齢】  20～30歳代の女性で子宮頸がんになる人が増えている．  104  (  58.1 )   ns  
【初期の症状】 子宮頸がんは進行するまで症状に気づかない．      74  (  41.3 )   ns  
【原因：HPV感染】 子宮頸がんの原因はHPVというウイルス感染である．     25  (  14.0 )   ns  
【HPV感染経路】  HPVは性行為によって感染する．       53 (  29.6 )   ns  
【HPV感染と発症ま
での期間】
 HPVに感染し子宮頸がんになるまでの期間は5～10年以上である．  20 (  11.2 )   ns  
HPVワクチン
【ワクチンの効用】  HPVワクチンは，約7割の子宮頸がんを予防できる．     47 (  26.3 )   ns  
【推奨接種年齢】  HPVワクチンは，性行為を経験する前に受けるのが効果的である．  45 (  25.1 )   ns  
【推奨接種回数】  HPVワクチンの注射回数は，半年間に3回である．     82 (  45.8 )   ns  
【費用】 高校2年生以降の女性の場合，HPVワクチンの費用は注射3回で約5
万円である．
 27 (  15.1 )   ns  






 58 (  32.4 )   ns  





 38 (  21.2 )   ns  
【無料クーポン】  20歳の女性には，市や町の役所から子宮頸がん検診の無料クーポン
券が配布される．
 24 (  13.4 )   ns  
【費用助成】  20歳以上の女性に，市や町の役所から子宮頸がん検診の費用の補助
がある．
 30 (  16.8 )   ns  
知識合計数 学年間
（質問調査項目数） %*3 平均値±標準偏差 (中央値, 最小値－最大値)  検定*5
 子宮頸がんとその予防に関する知識 （ 15問） 28.8 4.3 ± 3.2 ( 4, 0－ 15 ）  ns  
子宮頸がんとHPV （  5問） 30.8 1.5 ± 1.3 ( 1, 0－  5 ）  ns  
HPVワクチン （  5問） 29.8 1.5 ± 1.3 ( 1, 0－  5 ）  ns  
子宮頸がん検診 （  5問） 25.8 1.3 ± 1.5 ( 1, 0－  5 ）  ns  
*1, 総数における%; *2, 各学年総数における%; *3, 質問調査項目数における平均値の%; *4, χ2検定またはFisherの正確確率検定; *5, 独
立したサンプルの t検定; ns, not significant; *, p < 0.05 ; ―, 分析未実施
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知識の項目は，「子宮頸がんと HPV」に関する










































表３　子宮頸がんと子宮頸がん検診に対する態度　（n=179，高校 2 年生 n=105，高校 3 年生 n=74）
質問調査項目 学年間












  33 ( 18.4 )  ns  
【重大性の認識】
医学的な面から 子宮頸がんは命にかかわる怖い病気である．     71 ( 39.7 )  ns  
社会的な面から 子宮頸がんになったら，人生が変わってしまう．     61 ( 34.1 )  ns  
子宮頸がん検診 認識していた者*3
【有益性の認識】 子宮頸がんを予防してくれる．     36 ( 20.1 )  ns  
【障害性の認識】
産婦人科受診の抵抗感 産婦人科を受診することに抵抗がある．     86 ( 48.0 )  ns  
検査内容不明 どのような検査が行われるかわからないので，受けたくない．  55 ( 30.7 )  ns  
検査結果への恐怖心 検査結果を知るのが怖いので，受けたくない．     40 ( 22.3 )  ns  
定期的検診受診が面倒 定期的に検診を受けに病院に行くのは，面倒である．     88 ( 49.2 )  ns  
費用負担 検診費用が無料または安くなければ，受けたくない．     87 ( 48.5 )  ns  
年齢が若い まだ若いので，子宮頸がん検診のことを知る必要はない．   23 ( 12.8 )  ns  
子宮頸がん検診 「とても思う」と回答した者
【今後の受診意識】  20歳を過ぎたら，子宮頸がん検診を受けようと思う．    44 ( 24.6 )  ns  
*1, 総数における%; *2, とても思うと回答した者; *3, 【有益性の認識】においては「とても思う」と回答した者，【障害性の認識】においては「とて
も思う／思う」と回答した者; *4, χ2検定またはFisherの正確確率検定; ns, not significant























χ  2 検定または Fisher の正確確率検定により分
析し，知識合計数との相違については独立したサ
ンプルの t 検定により分析した．統計解析には













学年別の分布は，2 年生 105 人（58.7%），3 年
生 74 人（41.3%）であった．平均年齢と標準偏
差（中央値，最小値－最大値）は 17.0 ± 0.7 歳（17
歳，16 － 18 歳）で，2 年生は 16.6 ± 0.5 歳（17 歳 , 




られなかった．HPV ワクチンの接種者は 119 人
（66.5%）で，学年間には有意差はみられなかった．





た者は 8 人（4.5%），HPV ワクチン接種者がい
た者は 64 人（35.8%），子宮頸がん検診受診者が










師 11 人（6.1%），保健室の先生 9 人（5.0%），母
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ヒトパピローマウイルス（HPV）の用語を知っ
ていた者は， それぞれ 179 人（100%）， 173 人
（96.6%）， 147 人（82.1%）， 27 人（15.1%）であっ























の割合は，「子宮頸がんと HPV」では 1.5 ± 1.3（1，
0 － 5），30.8%，「HPV ワクチン」では 1.5 ± 1.3（1，
0 － 5），29.8%，「子宮頸がん検診」1.3 ± 1.5（1，
0 － 5），25.8% で，これら 3 つを合わせた「子宮







合 に お け る 罹 患 性 を 認 識 し て い た 者 34 人
（19.0%），子宮頸がん検診未受診の場合における
罹患性を認識していた者 33 人（18.4%），医学的



















代前半」1 人（0.6%），無回答 6 人（3.4%）であっ
た．「中学生」「高校生」「高校卒業後～ 20 歳にな
るまで」「小学校高学年」「20 代前半」が最もよ









































































































つ母親世代の 2 年に 1 回の子宮頸がん検診受診率
は 5 ～ 7 割  4）であり，母親といった身近な存在
が子宮頸がん検診を受診していても，その事実を










あり接種が推奨されていた期間が 2 年生では 3 年
6 ヶ月，3 年生では 3 年 4 ヶ月と若干異なるが，
両学年とも，HPV ワクチンを接種できた期間が
3 年半近くあり，HPV ワクチン接種者は 66.5%
で学年間に有意差はみられず，3 回接種完遂率は
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.15, 2018
－ 59 －
43.0% であった．このような結果は，子宮頸がん
征圧をめざす専門家会議が 2015 年 2 月 23 日に
発表した報告  38）と同様であった． 
わが国では，大学入学前に性教育授業で子宮頸
がんとその予防について学習する機会は少な
































容をあまり知らない  43,  44）ことが指摘されている．
なお高校での「子宮頸がん予防啓発授業」は，知
識習得，意識向上に効果があると報告されている











いる  14- 16）．医療・福祉系の研究者自身が，学校に
おいて講義形式で実施したものが 2 件  14,  16），薬
学部の大学生がセミナー形式でピアアプローチを
実施したものが 1 件であった  15）．また，指導者
として希望する担当者を子宮頸がん体験者，母親
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Knowledge and Attitudes about Cervical Cancer and its Prevention 
among High School Girls
Miwa IMAI ，Kazue YOSHIDA
Abstract
　The present study aimed to determine the current status of knowledge about cervical cancer and 
its prevention, as well as attitudes towards cervical cancer and cervical cancer screening among 
girls at the age for recommended HPV vaccination during the period when the Japanese 
government actively recommended vaccination. We distributed anonymous self-administered 
questionnaires based on the Health Belief Model to second- and third-year high school girls during 
2014. A total of 179 completed questionnaires were then analyzed. The percentage of HPV 
vaccinated respondents was 66.5%, and the percentages of respondents who were familiar with the 
terms “cervical cancer”, “HPV vaccine”, and “cervical cancer screening” and understood the content 
of the question regarding age of cervical cancer onset were each over 50%. However, each 
percentage of respondents was less than 50% for those who were familiar with the term “HPV” and 
who understood the content of each individual question among the following: 1 question on 
symptoms of cervical cancer, 3 on HPV, 5 on the HPV vaccine, and 5 on cervical cancer screening. 
Only about 20% of respondents have perceived susceptibility to cervical cancer and benefits of 
cervical cancer screening, and 24.6% were willing to undergo screening for cervical cancer after 
reaching the age of 20 years. The percentages of those who had been educated about cervical 
cancer and its prevention and those who had been recommended by familiar people to screening 
for cervical cancer after reaching the age of 20 years were respectively 38.5% and 15.1%. Therefore, 
information about cervical cancer and its prevention should be delivered by a method that is 
tailored to the ability of high school girls to comprehend it and thus improve their understanding 
and perceptions.
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